青明舎　　フェイスシート

平成21年3月2日　担当：三浦　理見

	登　録　者
	氏　名　長瀬　紘一郎　様　　　　　男・女　　　　昭和17年12月8日生（66歳）

	
	住　所　八戸市田面木エヒサ沢1－11　親和荘D　　　電話　0178－22－8240

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	食道狭窄

	
	発症時期
	26歳時
	罹 患 期 間
	約40年

	
	入院回数
	7回
	延べ入院年数
	約12年

	医療機関
	青南病院　（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	木曜日（毎週）

	
	平和病院　（消化器科　佐藤Dr）
	
	2ヵ月に1回（金曜日）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神保健福祉手帳

2級

	経済状況
	生活保護
	生活保護費（月額102,000円　）　※通帳母預かり

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成16年6月21日
	身長
	167cm
	体重
	63kg

	最終学歴
	工業大学第一高等学校（夜間）
	免許・資格
	建築士3級

	職　歴
	①建築業　　7年

②自衛隊　　1年

③建築業　　1年

	保　護　者
	氏　　名　　　　長瀬　正剛　　様　　　　　　　続柄　　弟　（同居　・否）

	利用目的

· 日常生活で困った時の相談場所。

	入院・治療歴

①昭和43年19月～昭和45年11月　　松平病院　　　入院

②昭和52年17月～昭和53年14月　　松平病院　　　入院

③昭和54年12月～昭和55年14月　　松平病院　　　入院

④昭和61年19月～昭和62年11月　　松平病院　　　入院

⑤平成12年17月～平成12年10月　　松平病院　　　入院

⑥平成14年14月～平成10年19月　　松平病院　　　入院

⑦平成10年19月～平成11年13月　　松平病院　　　入院

⑧平成11年13月～現在　　　　　　　青南病院　　　外来

	生活歴

八戸市(下組町)にて同胞4名の第一子長男として出生。幼少の頃、苛性ソーダ(洗剤)を飲んで喉が焼けたとのこと。で食道狭窄となっている。家業が大工だったので幼い頃から携わり、高校卒業し、建築士3級取得し、家業の建築業に従事。24歳時陸上自衛隊に入隊。「自分に合わない」との理由で辞職している。結婚歴はS47.10にあるがS51.2離婚。S42～S43肺結核のため八戸市立病院に入院。入院中に器物破損等の行動がみられ、松平病院に転院。S43.9初回入院となりその後イライラが強くなったり、不眠により入退院を7回繰り返す。症状が落ち着き、家族からの同意もあり、H11.3.12青山荘へ入所。入所中は生活技術、服薬自己管理、食道狭窄に関する身体管理能力等について重点的に訓練し、身につけることが出来ている。H14.3.29アパートへの単身生活の準備が整い退所となる。現在は、デイナイトケア、青明舎利用中。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は平成10年に死亡。母は現在単身生活（八戸市）、弟は階上町にて、自営の建設事務所をかまえている。母、弟とも交流はあり、本人の治療に関して協力的である。今までは、月に１度は生活費受け取りのため実家に帰っている。保護者である弟氏は定期的に本人のアパートに行き本人の様子を見ている。平和病院の受診の際も同行している。


平成21年3月2日（月）

	氏　名
	　長瀬　　紘一郎　様
	男・女
	生年月日
	昭和17年12月8日　（65歳）


	長期目標（中期・短期）

	自立生活能力の維持をしながら、継続して単身生活を送る事が出来るようにする。


	これまでの経過　　（最終評価日　平成20年7月　14日）

	【前回の問題点】

①食事について

食事摂取については、喉に詰まらせる事なく摂取する事が出来ており、本人も落ち着いていると話す。デイナイトケア時に比べ、土日の青山荘での食事摂取時には他者から見られている、急かされていると焦って摂取し詰まりの原因となることが多い。一度、青山荘利用者から青明舎利用者の食事摂取について意見を言われた際に、他利用者と共に食事サービス利用を止めたいと話すことはあったが、青山荘利用者へ理解を求めることでその後特に食事サービスの利用について不満を話すことはない。時折、天候や居眠りにより食事時間になっても連絡がないことがあるが、状況に応じて青山荘へ足を運ぶことが出来ている。

②買い物について

　賞味期限切れや一度の買い物量の多さが問題となっていたが、H20.9月27日よりヘルパー利用開始することで、買い物同行や購入時のアドバイス等の支援を受けて、現在では改善されている。

【ヘルパー利用について】

H19年に65歳を迎えたことにより、一度介護保険の申請を行うも、結局サービスを利用することなく、H20年に入り介護保険の更新を迎えていた。更新手続きはしたものの（要支援1へ区分変更）、結局本人もヘルパー等の支援の利用については「弟がいらないと言っている」「まだまだ大丈夫だ」等曖昧な返答をしていた。包括支援センターからの促しもあり、青明舎介入し再度ヘルパー利用について家族も含め検討している。家族はこれまで申請手続きはしたが本人様が該当されなかったものだと思いこんでいたと話す。本人様の理解力が薄い上に、ヘルパー利用に対して躊躇していたこともあり、家族へ間違った解釈で説明を行っていた様子。今後、重要な事柄については青明舎を通して説明を行っていくこととする。買い物や食品管理、ゴミの出し方や衣類の洗濯・収納、自室の掃除について問題があり、支援を要する事から、H20年9月27日より毎週土曜日（1h）ヘルパー利用を開始する。衣類からの異臭がありデイナイトケアでも問題となっていたこともあり、洗濯の支援（ヘルパー訪問前に洗濯し、一緒に干している）と買い物同行、室内の物の整理を主に行っている。ヘルパー利用当初は女性ヘルパーに対して妄想を抱くことや、ヘルパーが来るからと平日にデイナイトケアの欠席や遅刻連絡をすることも見られていた。妄想から行動に移す事はないが、精神症状は未だにあるためその都度介入とヘルパー事業所、包括支援センター担当者との情報交換を行っている。今回更新時に、要支援１から要支援２へと区分変更している。ヘルパー利用は継続し、今後本人様がヘルパー利用回数について増やしたいとの希望があるため、3/6（金）に担当者会議実施し検討していく予定。

【生活上の危険】

　今年になり、転倒による怪我や居眠りし鍋を焦がすなどの日常の所作における注意力の低下が顕著に見られる。地震等の災害時に慌てて外に飛び出すことや、普段の歩行時に躓いて転倒し、顔や手足に擦り傷を作ることが多くなった。年齢から身体能力も低下してきているため、身体能力の維持と安全に生活を送ることが出来るよう働きかけていく必要がある。　


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	ヘルパー利用
	· 現在同様、定期的に関係機関で情報交換しながら支援を行う。

· ヘルパー訪問を理由にデイナイトケア欠席や遅刻を希望することや、ヘルパーに対する希望や訴えをデイナイトケアスタッフへ相談することもあるため、デイナイトケアとも情報を密にし統一した介入を行う。

· ヘルパー利用日数を増やしたいとの希望があるため、3/6担当者会議時に本人・家族の意向を確認しながら検討する。その際は、現在の生活能力の低下へと繋がらぬよう必要性を見極める。
	6ヶ月

	注意力低下への働きかけ
	· 天災等も増えてきていることから、災害時の対応について本人と確認する。

· 電気コンロやストーブ、コタツを使用する際の本人の行動について再確認し、危険な行動があれば注意指導を行う。

· 家族へも本人様の様子について青明舎から情報提供を行い、必要時には家族の訪問や声掛けを依頼する。
	3ヶ月


正剛氏（60歳）


階上町在住





敦子氏（62歳）


八戸市在住





本人（66歳）





ツマ氏


（83歳）





隆氏（56歳）


北海道在住








